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Taxifolin(タキシフォリン) 

 Taxifolin はカラマツの主要フラボノイドの一種であり、アンモニアやホルムアルデヒドといった有害ガ

スの吸着材として利用 1の他に、抗酸化作用 2、遺伝子発現制御作用 3等があることが示されている。加え

て、アミロイド β の脳血管への蓄積抑制作用が明らかとなり、アルツハイマー病の新規治療薬としても期

待されている 4。しかし、光学活性フラバノノールである Taxifolin の構造は比較的不安定で、加熱により 2

位の立体化学の異性化が進行し、酸性条件下で加熱すると 3 位ヒドロキシ基も異性化することが知られ 5、

取り扱いに注意を要する。 

 弊社では、それらを光学活性体として純度高く単離する製法を確立し、純度≧99.5%、光学純度≧99%ee

の高純度試薬として販売を開始した。 
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Source 
保存 

方法 
製品名・分子式=分子量・〔CAS番号〕 純度 コード番号 定価（円、税別） 

カラマツ 

larch 

–20 ℃ 

(+)-trans-Taxifolin 

 C15H12O7 = 304.25  

※吸湿性があり、約 10%の水を含む  〔480-18-2〕 

≧99.5%(HPLC) 

≧99%ee (HPLC) 
NS510102 10mg  7000 

–20 ℃ 

(+)-trans-Aromadendrin 

 C15H12O6 = 288.25 

※吸湿性があり、約 10%の水を含む  〔480-20-6〕 

≧99.5%(HPLC) 

≧99%ee (HPLC) 
NS510201 1mg 12000 
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